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抄 録 ⊂ 工)
抄
或 種 の 膠 質 の凝 固 電 氣 傅 導度 及 び 吸 收 ス ペ ク トノレに
及 ぼ す 光 の 影 響
S.P.oyand?7.IZ.Dhnr;.T,phpa.Chem.34,1A.3(193J)
一定時聞光 に曝寫 した ゾル と然 らざるソル に就 て數鍾の竃解質の凝 固 力を測定 し
たoそ の結 果に よれ ぱ水酸 化鐵水酸化 クロム,水 酸 化ヂ ク ロ==v■ム及び二酸 化マ ン
ガ ンの ヅルは光に曝寫す ることに よつて安定慶小 とな り,プ ロシャ青,フ ニ 冒シア
ノ化錦 マスチツクス及rsGumdanimarのゾル は光 に曝寫 す ることにょって安
定度 大 となる。温状態 及び冷肌態で作 つた水酸化 セ リウ ムの ゾル,Odenの 硫 黄の
ゾル,二酸化 マンガン及び フヱロシア ン化銅の ゾルの稀薄な るもの を長蒋間 日光 に曝
寫 することによつてそれ が凝固 することを認 めた 。ソルの光 に よる凝固は(a)安
定 を保つべ きイオ ンの分 解,(b)ゾ ルの粒 子の反撥 力の溝失 リニ つの原 因、殊に主
として(a)の 爲 に起 るo又Arrheuiusの型の セル を用 ひてゾルの電氣傳導度 を
測 定 した結果 に ょれ ばFe(OII)3,Cr(OH):,Z't(OH)1,C咲OH),(温状整で作っ
た もの),1InO,i・プロシ†青及び フsttシアン化銅の ゾル は光 に長時開曝黝す ること
に よつて傳導度堀加 し,hl酸化バナヂ ウム,Gumdammer及 びマ スチツクスの ゾ
ルは減 少す ることを示 してゐ る。
眉英 スペ ク トログ ラフ を用ひて吸收 スペ ク トル を測 定 した結果Fe(OJI);1.A礁}
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・・黙 。繋i畿嚇 ・ 麟 漁 勲・
上 式 に於 てTは 絶對.湿度,Aは 與へ られ た釈 態に於ける完 全氣軆 中の分子の平均
速 度 に對す る液體 中のそれ の比,Aは 與 へられた液體 中の分 子の凝聚歌 態,望 は嵳i
容積(Co一 ▼olume),cは表 面張 力(Ciは 溶媒・銚1土溶 質の表 面張力)・M}ま 分
子量,,}は密度 ・WP¥S,ば溶媒 及び溶 質の重量a×10-sは 液髑分子 の最短 接迸距
離 であ る。液髏 中の分子の平均速 度は強い 引力の影響 を受 けるが故 に完全氣艦 巾の




此の蒸氣壓.の蓮動ePJは溶 液論 とTAつ.けて非常 に興 味あ る もので あつて,此 の設:
に よれば蒸氣墮の降下,氷 點の降下等を論 す るに當4,從 來の液體 中に於ける分子
瑠離設:等の必要 な く・又今 日迄 不明 と見傲 されてゐ る諸種 の現 象を從來の力學 を以
て充fi明 し得 る餘地 ある ことが 明か となつた。(横田泰 三抄 豫)
一(抄 録)一
の




低 温 に 於 け る¥iの 水 素 吸 着
A.r.Lent(OI巳し随dT.ム.、V】1沚e,J.Anl.Cl乙eロ1Soc.52,
_3?5(1.930)
括栓 を使用 しない装 置を用 ひ,邃1元ニツ1ル に水素の吸着 を齢的 に研究 して次の
如 きe驗 結 果を得1てゐるo
(i)0。に於て 一isa。Cに於 け るよ りも多量の水素 を吸着す る。而 し.て其の吸
7rdgV一定 條件 に於 て此れ を再現 す ることが出來 る0併 し一度0。 に於て吸着せ し
めた るもの を典 の まL-190。cに 冷・却 して共の吸着量 を測 ると直接 一igO。Cに
於 て測 定 した る量 までに減 少せす して却 つて共の:量弐餘計 に吸藩 するo
(●.,)吸着量 と温度 との聞に次鬮の如EEd係あることを見 た。
此等 の ことを競 明す るために 翼`表面には
io
少 くとも兩型 の吸蓿 をする二毬の 】寓 原 子の
存在 を假定 して次の如 く設明 して ゐ る。
(n)0。の如 き比鞍的 高温 に於て は一次型
の吸f;(活性 化を供ふ)が 起 り_lpo。の如
き低 温に於て は二次型 の吸蔚(活 性 化 を供 は
す)瑚 起る。故 に一度O。 に於 て吸着 させ た
































型計に吸着 する。而 して兩型聞 の變邁 の蓮度 は低 温に於 て殆ん ど零 である。
(b)(i)一ヒ鬮の 一100'一〇〇 闘の水手直線 よ り此の問 に於て一分 子贋 の吸着
が行 はれて ゐ ることが分 る(一 次型)。
6i)一?00。と 一YOO。Cの間 に極 小a.'riが=1t-t'る理 由は二次型 の吸着 は温 度とJL一
に急滅 し一次型 の吸茄 は増加 ずるに よるo
(111)0。一100。冊の酬 は斯 の如 き高温 に於てGOO皿mの 壓力で は一分子贋 を
一C抄 錬)一




高壓 觸 媒反 應 に對 す る討 議
Proc,koy,Soe.A.127,210(1930)
¥toroan教授 を座長 と してBoric,ApP疋eboア,¥lichda,Ride鼠LGreen,Freeth,
Hinslicltrood,1:)onn9:1,Peertom}lnoted.江'11relf811、(9nvatsong)氏等が集つて討
議 した記鍔iであ る。此處 には重要 なる ものLみ を抄録 すろ。
Prof',(:.T・Morgm1:化學反腱iにlf(FiJをか けるの1.よ(1)化學試藥の那發性 を 少
に して此 れを液相 に保 つためと.(n)氣體 反應物の濃度 を大 に して反應速慶 を大 な
らLむ るにある。殊 に觸 媒 反應 の時 には不toる 高温 を用ひ るは不可な るが故に高
壓 に於けろ操作が必要 とな る。彼 は商墮の觸媒反應 につ き共れ が現 今工業的 に行は
Atてゐ るもの と共れ に關聯 す る反慮 を上 の二つの 日的 に分類 して1Bの發達の歴 史 と
鵤 媒の飆 及反應 の機 作を主 に中間化合物設 の立場か ら論 じてゐる。
Prof.W・A.Done;氣磑の高塵觸媒反應の研究 に於て痛 感す るは.,共の2F衡條
件に關 する實驗 値の缺除 して ゐること及s高 唯 に於 け る物 理恒數の不確 匿性 と高壓
コキれ 自身の徐割 について絵 りに も貧 弱なる知 識 しか 有 しな いた めに理 論的計算の 不
可能 な ることで あるo此S]'の不便を除 く爲めに彼 の指 導1するS川thLien;ミingbo11の
Imr.(:ulledge内のUighPr灘u田casResearchL血b.に於て は精巧 なる高壓槻
械 に ょっ て平衡 恒數の正確 なる測定 と氣醴の壓縮 度 について研 究 し.てゐ る。
而 してCOの 水 素添im反應の如 く觸媒 を異にする ことによつて數種 の反 慮 を起 す場
合 に或特種 反恋 を起す には如何 なる觸媒を用ひれば よいかを此の三F衡恒數のjE確な
る測 定ILaつて知 らん としてゐる。
C.1,Ilinshelwood:}朗壓の觸媒反應の研 究につい て次 の二 つの事を期1寺rる1こ
とが出來る,Lu19皿uirの鱸 に於 ける反應速 度が 爭蹤に於 けるそれ よ りも非常 に
一(#i録)一
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墾つて ゐるか ら商壓の それ も變つて來 るに相違 ない。然ば其 の群 しき比較 研究は吸
薄機作のi究明 とAIL觸媒表面 の購造 に新 しき重要な る暗 示 を もた らすで あら う。他
の一 は普逓理論的に行 はnて ゐる觸媒反應は不可逆分解反 應であ る。然 し高壓 に於
て は其 の逆 反應 も測定 し縄 られ るが故 に其の詳細 な る研究は觸媒 反應 に對 する反感
動力學的見 解 と熱 力學的見解 との間 に重要 なろ相關 々係 を見dt-rであらう。
at.P.AppleLcy=]BOIIO教授 の提 唱せ る高壓挙衡 條偉 に於 ける氣盟の物理的性
質の群細な る研究の必要 を再唱 して後NH,合 成の觸媒 と其の槻作 について論 じて
ゐ る。即 ち¥1h合 成 に於 ては最 も.優れ た る觸媒であ るが共の活性度が使用 と共に
急 激に減 少する弊が ある。此れ にAら03,1(aQ,xov:等を加 へ ると此の郛 を除 く
促遘痢 の作 用をなす。 彼 はAc_U,の作 用ILついて次 の如 く論 じて ゐるo即 ち此の
時 にF{㌔04より得 た るFeはFe:Osよ りのそれ よ りも活性 であ る。此 はr50,
即 ち1'e(F副2)=はrf(A♂0の2とisomorphismきuる性 質があ るo故 に此れ,を遐
元 して得 たるF6に は11180,が一様 に分散され て居 て結 晶の 生長 と活性粒 子の結
合 を防 ぐ役 をなすによると云ふ 。又此 の反應の機作 については觸媒はn.を 活性化
す る役 口をなす もの であつて彼 の計算 に よれば觸媒 による 璃 の活性化energyは
均 一系反慮 に於 け る場合 の 墨 であ ると云ふ。此等の ことよn彼 は此の場合にFe
の盥化物b;出來 る もので あら うと云 つて ゐる。
A.MJ.F..lfiche]s:壓力の高低 について次 の定義 を提 議 して ゐる。
低 蜃2500氣 壓 ま.で
中 歴2uOO-10,000氣.堅
商 壓10.0000氣 塾以上
而 しz¥lorgan教授 の提出せ る壓 力の二つの影 響の 中の一 を 更 に三 つの方面 よ
r,:1;察してゐる。即 ち濃度 の壌加 は(1)衝突回數 を大 に し從つて質量作用の法則の
適用 を不可 なら しむ。(2)種性 を感懸せ しめた り或 は培加 せ しめ時には無極のbの
を有極 にす ることがあ る。(9)Potentialenergyを分 子に興 へてDistortionを起
一(抄 錬)一
一一 一 一,
物 理 化学 の 進 歩Vol、4No.3(1930)
(c)抄 録
し,此 が ために比熱 と光學的留質に變1ヒ.を及ぼ す此の結果 と して 自CSIxネルキー,
ρ一函su及熱力學 ボテンシヤル等 に變 化が 生ナ るo薩 等D影 響 を調 べ るた めに
Amatenlamに於 て彼 は高壓(彼 の所譯低壓)に 於 ける氣體 の恒温式,液 履及固膃
の瀦 突及粘度,液 殖 に氣體の溶解度,透 電恆数・屈折華,比 熟・金屬の電 氣抵抗
等 を測定 してゐる。
L.Ii.Rids〔湖3Cu篩 媒 を交互 に還元或 は酸化す ると典 の活憧度は壇伽 する。
此の酸化を為壓 に於て行ふ時 にiii單なる擴 散法 則に從つ て酸 化が起 るが低ｰ:の時
Kは 或 る臨 界塵 を超 えて此の法則 は適 用 され ない。而 して此の臨界堅1ま活性度に比
例 して大 なる ζとを見たo此13z7;性な燭媒に於 ては表 面に無數 の極微な る龜裂 を生
じ此れが 多ければ 多いほ.ど止ヒれ を酸化すべ き壓 力の大 な るを必要 とするizよる。從
つ て活性 な觸媒 に氣體 が吸茄 する蒋 に溶解が 同時 に起 る ことが惣像 され る。彼 によ
れば9'nylor簿に よつて得 られた る吸着熱 とAニ'14との關係 を示 す鬪(本 露,2、】05
參照)に 於 て最初の上昇郡 は全 く溶解 に.よつて生 する と云 ふ。然ぱ高墜 の觸媒反應
に於 て溶解は考慮 すべ き重要 なるfactorの一となる.であ らう。
8.z.Green=Aで の 化學 者は瞑楳反應 を單に中間化合物 詮或 は吸蒲詮の立場
か らのみ論 じて觸媒 の機作 を論 じてゐ る。然 し此れ等 は或 る反應 を促邏 するのに如
何な る觸媒 を用 ひれ ばよいか 。如.何なる機 作に よつ て斯 る反應 を起 ず様 になったか
にっいては何 等の解 決 も興へ て くれ ないo此 の峩につ いて は化學者 と物理躯 者との
共 力の 研究 によつて明 にされ るで あらう。即 ち表面の梅造 と觸媒作用のnuに存 在す
るea係を把握 す るに あ らすんば騒媒 作甫に閣 する"1讃kandKey,,の謎は解 けな
いのである。上 の闘係 を研究せ る文献 と してFroiich,Dncidsonand1'CpbGC;Lul,.
En窪.Gem.Feb.13ｰ3.p.ionをあげる～二とが出來 るo
C.r。HinshclROOd=觸媒反應に二つの重要 なる事實が ある。一 は反應分子の
r〔91'fNlaNCIItが行 はれ る査町に其れに必要 なるenergyを供給 しなけ～tぱな らない
こと.他 は觸媒作用 が表 面の性質 に非常に關 係することで ある。AIL反愿分子が表
一(抄 録)一
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面1こ吸荊す る時 に其 は 其 の表 面の性 質に從つて 共れ に相uず るcli;tortimiを受け
る。此が大 なれ ば大 な るほ ど分子 内のp。tent楓cllergyは大 とな り從 つてrcnrr-
gemcntILKする.energyが少 となる。Prof.F.-G.L'winwはFlinshclwoodに次
いで水素 添加の際 に共 の反應速 変が正確.に水素塵の 自乘根 に比 例す ることを引用 し
て此 の時 に水素は原子の欺態に吸着 され るもので ある と蓮ぺて ゐる。又はA・u.
耳ger乞011はP6の化合物の如 き"anti-Gnock..が蒸氣 と して存 す る時にはactive
clwinUrenkcr.と.Lて作 用す るけれ どら共れが結 合 して大な粒 子となるisは 不活
姓 とな る事 を述 べて11in§1Lolwoo{1の.意見1.こ同意Lて ゐるo
E.F.Am】str。n,:Ililditchの論交 を引いて促進躍 の作 用 を論 じて ゐる。即 ち
共の作用 に二種あ る。一 は物理的原因 による もので他は化學的 原因による もので あ
る。前者は¥i觸 媒にAら03を 混合せ`る場合 の如 き雖 に表 面を輩大 して活性粒 子
の結合 を防 ぐ様 な ものであ り1後 者は¥!觸 媒 にCteを 加へ る檬な場合で ある。
即 ち¥irli-Ci`の 炭酸豬 掘 よij.還元 して静へ る場合 に.Kiltを190。Cで遐
元す ることa>t431:る・(N雌 のみでi3300。Gでな ければ還元 出來 ナ)。此VIUn .
鹽の還 元が 非常 なる發熱 反應 であつて1」xallicntiugiJt¥i鹽の遐 元を可脂 な らし
む るに よる と云ふ。(李泰圭抄録)
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2・N.O,をcoとO.,と の棍合氣體 中に入れ厂 .ζれ を爆發 させ ると¥,0.ば分
解 するが,こ れ も壁 か らの輻射 による ものではな く爆'搬の高温 による もの らしV・。
3・璃05は それが吸牧 するTr.HF線の輻射 によつて 分解 しないの みなら虜 吸 牧
する輻射 り波長 はCriticalinclementから計算 した ものと一致 しない。
4・勲 した稍子,白 金 メッキ した硝子,石 英,岩 贐 にょって 瑶05の 分解 を觀察
しYc所が,何 れ の場 合 も同様 に分解 した 。岩鹽 ・石英 は赤外線 に透 リ3である故 に,
赤 外部に於 て放射す る輻 射は翡 く,輻 射娩に よれ ば この場 合には分 解が最 も少 くな
ければな らi3N。それ 故1.これ.は輻射 の影響で13tztn。
5,種kの 溶媒 内のro;の 分解速慶 は氣相 に於 ける もの と略同樣 である。
Criticalincrementが}容媒 に よつて少 し異 る故 に輒 射設か らすれば赤外鰉i匸於ける
吸歌帶の移勁が ある筈 で あるが,Lれ ば實際認 め られ ない。
6.壁 か らの輻射の エ ネルギρぽ實際分解 した量iこ比 して非常 に不足である。
7.輻 射 に ょつて分 解が起 るとすれば反對 に生成の際には發光が豫期 され るが こ
れ はv,o;の 場 合は實験 に よつ て認 め らR.しなかつた。.
8.斯 様 に赤外線輻射 はN,o;を 分解 させ ないが,可 靦光 線 も亦N.O;を 分解 さ
せ ないのみ ならす,こ の部分にO,の 吸牧帶 が無い。只.¥O.,の存在 ナる場合に
青 の光iiよつ て分解が起 る。 とれ に鯔 して四つn可 能 なる詮 を蓮 べ、實驗的事震及
び 最子生成犖等 か らx.し てみ ると結易ra,か 光 を吸牧 して活性化 され,第 二種
の衝突に よつてr,osを 活性化cて これ を分解 さす といふ設 が 最 も よ い ら し
)㌔(城.野和三郎抄録)
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に剄 す る解媒 の作 用 を見る露に熱 した るY-i2の表 面に於 けるエチルエ ーテルの分解
を研究 した。
自金線 は電氣的1こ熱 し・ その温 度は抵抗 によつて測 る。反應の進行は毛細d力
計.を川ひて壓 力.の變 化によつて知 る ことが出來 る。實驗の結 果反應1ま均一系に於け
ると同檪で
C.H,OC,--S=?Clh+CO+奏G3H.
で.あるら しNa一 次 反感 蓮慶恒數(k)を.計算 してみ ると反慮の#lJに近づ くに從ひ
非常に小 さ くな るL又 反應物 質の一建分數の分解に要 す る時 間は高壓 の場 合ば一定
で あるが低 壓1こなるに從つて長 くなる。即ち商敬 こ於 ては一分 予分解であるが低壓
になれば二衣 反.應となる。 これ{3Hiushehcoodが均 一系の反應に於 て認めた もの
と同樣である。kの 小 さ くな り始め る墮 力ぱ温度の降 下 と共 に塒 す。
反應生威物 の邇剰の存在 は均 一系 の場合 と同様反應に何一'.rの關係 もない。 こAtと
反對に水素 をjJlhへることによつ てkの 小Cく なることを防 ぐ。 活性化h13u3000
C81であつて均一系のそれ と實驗 の誤譱の範 圍で 一章 す る。
これ らの繕果か ら見れ ば白金の接鱗作剏はない ら しい。即 ちエ ーテルが分解す る
爲には白金 に吸着 され る必要 はな く,直 接自金か らエネルギーを得 るか,又 は白金
か らエ ネルギ ーを褐た分子 との衝突 によつ てヱ ネルギーを得 ることによつて 白金の
表 面IL近い部分 に於 て反應す るので ある。(城野創三麟抄鯨)
爆 發性 混合氣 膿 の爆 發逑度 の逑鎖 機構 に よ る設 明
]3.Lcwi+;J.Amer.Chem.Suc.52,3120(1930)
爆 僉性混合氣體 の爆 發の速 度は一定 の慍度・壓力・組 成の下 に於 ては一定の値を
有 し～=れは1000-4400メー トル/秒 といふ棟な可成 り大 きto/di"tある。zの 爆讒
波 の大 なる逋変 を観明す る貫に戳々の設が提Uirれた。即 ち燃 燒に よつて逹 する高
一 一(抄.録)一
物 理 化学 の 進 歩Vol、4No.3(1930)
(10) 抄 録
温の分子の速慶,或 はその温度の氣饐 中に於ける晋波の速度 とlt!zせられ,或 は叉
流照力學から設明しやうとしたが何れ も實驗結果と比較 して充分でない。そこで著




度のエネルギーに相當する速度を以て騒 の傳はる方向に動 く。 この活妊分子が次




返 して最後に臨來 る極限値のsネ ルギーを有するCE原子は熱化學の9Ccidiから
13.235Kc:il.の1ものである。 これが爆發波の速度 を決定する。同樣の醗明を酸素水
素の爆焚及び一酸化炭素 と酸素との爆發 に試みて何れ も非常によい結 駐を臾へてゐ
る。酸素水素の場.合は反應はOIIか ら始まり最後の極限値のsネ ルギー逅般著は
r9.1轟Keal.のヱネルギーを有するOftであるが,ζれは 二原子 よnなる故にこの
組んの蓮勁のエネルギーを有することになる。 又一酸化炭素 と酸素の場 合は最後のエ
ネルギー運搬17SI30、、なる故にその有するエネルギーの'/uは爆發波の速度 を決定
す る所の運動エネルギーとなる。その他多くの爆發波傳播連度に對 して同様の設明
を加へ 何れ も數パーセンrの誤差の範園で實驗値と一致 する値を得てゐる。
(城野和三婁陦少鍔i)
摩 擦 の 本 性 に 就 て
1'..正LSLnn;1⊃Lil,玉lag・.9.¥o.58,628(19:0)
圃髄 の表而 を互 に離 す時 の現 象を電 菜的分濫.としてX.へられ る事 は既 に知 られて
一(抄 録)一













具 を以て書かれ る揚合の如 き接觸面の何れかが非常に大なる曲率を有する時}よ一般
の摩擦の法則は適用NS來ないのである。(吉本晴一抄鑠)
固G2面接 觸 の際 に於 け る二 三 の現象 に就 て
W。S.one;Phil.MILg.9,No.58,610(1930)
著者1主極めて小さい二つの硝子球 を作 り,一方を絹糸で作つた環 と硝子繊誰とを
以て垂直に支へ,こ れに水平に支へた他方の球を接觸せしめ・此の二球跏 こ作用す
る附着力の現象 を欟察 した。水平に支へ られた硝子球の他端は測微尺に漣結 されて
ゐる。
蝦初大氣rl■に於て實驗 され。次℃特殊の袈置を用ひて人工的に乾燥 された室氣巾














來るのであるが,互 に接觸 してゐる點についてゐろ水分子を除き去る馴 ま殆ど不可
能である。即ち球だ熔融する迄熱するも二球は離れない。
電氣現象によ..る考へ方は用ふる固體Z)種類により鍾々の場合が生tる。例へば獨
逸軟確子の場合は帶電:現象起 らす,Jena燃焼硝子を用ひた場合ぱ帯電現象を現は
す。水中に浸 した硝子球間に附着現象が起らない。(吉本晴一抄鎌)
一(抄 録)一
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